
当資料は、日興アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるもので
はありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託は、値動きのある
資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・
換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

2021年4月6日Vol. 1,695

ロボティクスの技術で宇宙ビジネスが加速

急速に普及が進むAI（人工知能）やIoT（モノのイ
ンターネット）といったロボティクスの技術は、製造
工程を効率化させて労働力不足を補い、私たちの
生活の質も向上させています。この技術は、いま注
目の宇宙産業でも重要な役割を果たしています。

宇宙産業の主役は民間企業へ

2000年代以降、国家主導から民間企業に主役
が移った宇宙産業には、大きく分けると、ロケットや
人工衛星の製造・打ち上げなどの機器関連と人工
衛星などの利活用関連があります。

前者はAIを活用した3Dプリンタなどの技術革新
による開発コストの低下で商用化が進みました。
後者は地球レベルの通信網や資源発掘、発電な
どへの活用が期待されており、地上で培ってきた
ロボティクスの技術やノウハウが活かされています。

宇宙での作業に不可欠なロボット

真空・放射線・温度変化など過酷な環境にある
宇宙空間では、多くの場面でロボットが宇宙飛行士
を支援しています。中でも、施設の建設や保守・保
全作業、実験などでロボットアームが重要な役割を
担っており、ロボティクスの技術が安全性や耐環境
性、遠隔操作性などを高めています。

昨年末には、日本のベンチャー企業GITAIが宇
宙で組立作業する自律型ロボットの地上実験に成

功しており、年内にもISS（国際宇宙センター）で実
証実験する計画です。同社は将来的に、衛星のメ
ンテナンスや宇宙ゴミの除去、基地開発作業など、
汎用作業のロボット化を目指すとしています。

人工衛星の活用で地球レベルの通信網

常にインターネットとつながり情報に囲まれている
現代社会。最も身近なツールとして携帯電話があ
りますが、通信はすべて無線ではなく無線基地局
間は有線ケーブルでつながれているため、大規模
な災害発生時などには安定した通信環境の確保
が難しいとされています。

そこで現在、地球レベルでの通信網の開発が進
められています。具体的には、複数の小型人工衛
星を連携させて地球全体を仮想大型衛星で包む、
という衛星コンステレーション構想です。これにより、
地球上どこにいてもデータ通信が可能となり、同じ
教育や遠隔医療が受けられ、携帯電話での決済
やフェアトレード（公正な取引）も行なえるなど、経
済格差の解消が期待されています。

ロボティクスの技術などで加速する宇宙業界の市
場規模は、2040年に現在の約2倍の80兆円にな
ると予測されています（文部科学省資料より）。今
後、宇宙はより身近な存在になり、私たちの生活を
さらに豊かにしてくれるでしょう。

●上記は過去のものおよび予測であり、将来の運⽤成果等を約束するものではありません。

宇宙関連機器で活用されていると
みられる主なロボティクスの技術

宇宙業界の世界市場規模

記載の銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

出所︓⽂部科学省「宇宙利⽤の世界市場動向及び将来の予測
第４回将来宇宙輸送ロードマップ検討会」資料（2021年1⽉）
の情報をもとに⽇興アセットマネジメントが作成

2倍

※上記は⼀部であり、すべてではありません。

3Dプリンタ

製造できる形状や素材の自由度が高く、軽量化が可能
主な企業：AUTODESK（米）、DASSAULT SYSTEMES（仏）など

ロボットアーム

関節にモーターやベアリング、減速機などが使われ、動作を
AI搭載のNC（数値制御）装置などで制御
主な企業：ABB（スイス）、ファナック（日）など

グラフィックス・プロセッシング・ユニット（GPU）

ビッグデータをAI・深層学習で解析する際に必要な基幹部品
主な企業：NVIDIA（米）など


